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B部詳細図
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現況部分屋根伏図兼撤去図（２階）　1:100
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立上り部既設アスファルト防水層撤去

立上り部既設アスファルト防水層撤去

立上り部既設アスファルト防水層撤去

施工箇所①（2階屋上）

浮き及び剥がれ部防水モルタル及び目地コーキング（10×10）撤去

既設防水端部金物（L-10×40）、コーキング（10×10）及び
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令和 6 年度（　　　）第 24010 号

看護専門学校3階ほか屋上防水改修工事 R6.4.22 6

ステンレス製脱気筒撤去（2か所）

指定仮設：荷揚げ及び荷下ろし用クレーン（4.9ｔ）2日
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B部詳細図

タテ型改修用ドレン75設置（キャップ共）

タテ型改修用ドレン75設置（キャップ共）

変成シリコン系コーキング（20×20）

防水モルタル笠木：

変成シリコン系コーキング（20×20）

改修後部分詳細図　1:30

改修後部分屋根伏図兼撤去図（２階）　1:100
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変成シリコン系コーキング（20×20）

ステンレス製脱気筒設置（2か所）

施工箇所①（2階屋上）
立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法
防水モルタル笠木：

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X-2工法

防水モルタル笠木：

下地処理：ケレン及び清掃、目地処理、クラック補修、モルタル等欠損部等ポリマーセメントモルタル補修

アルミ笠木目地及び入隅：

アルミ笠木目地及び入隅：
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平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

変成シリコン系コーキング（20×20）
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令和 6 年度（　　　）第 24010 号

看護専門学校3階ほか屋上防水改修工事 R6.4.22 6

S-M2：ドレン及び脱気筒廻り増し張り、平場端部金物等含む

S-F2：立上端部押え金物及び端部変成シリコン系コーキング含む
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立上り部既設アスファルト防水層撤去

立上り部既設アスファルト防水層撤去

防水モルタル笠木

入隅部コーキング（10×10）撤去

防水モルタル笠木

浮き及び剥がれモルタル撤去防水モルタル笠木：

浮き及び剥がれモルタル撤去

現況部分屋根伏図兼撤去図（３階）　1:100

既設防水端部金物（L-10×40）、

立上り部既設アスファルト防水層撤去
既設防水端部金物（L-10×40）、コーキング（10×10）及び

既設防水端部金物（L-10×40）、コーキング（10×10）及び

既設防水端部金物（L-10×40）、コーキング（10×10）及び

既設アルミサッシ下部コーキング（20×20）撤去

既設防水端部金物（L-10×40）、コーキング（10×10）及び

目地コーキング（20×20）撤去
入隅部コーキング（20×20）撤去

既設アスファルト防水層清掃

既設アスファルト防水層清掃

既設アスファルト防水層清掃
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既設アスファルト防水層清掃

令和 6 年度（　　　）第 24010 号

看護専門学校3階ほか屋上防水改修工事 R6.4.22 6

施工箇所②（3階屋上）

ステンレス製脱気筒撤去（1か所）
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改修後部分詳細図兼撤去図　1:30

防水モルタル笠木： アルミ笠木
目地部変成シリコンコーキング（20×20）
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変成シリコン系コーキング（40×40）

平場部：
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下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

防水モルタル笠木：

防水モルタル笠木：

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

変成シリコン系コーキング（10×10）

防水モルタル笠木：下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

下地処理のうえ、ウレタン塗膜防水X－2工法

塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法
立上り部：

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法
立上り部：

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

立上り部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-F2工法

平場部：塩化ビニル樹脂系シート防水S-M2工法

変成シリコン系コーキング（20×20）

下地処理：ケレン及び清掃、目地処理、クラック補修、モルタル等欠損部等ポリマーセメントモルタル補修

入隅部変成シリコンコーキング（20×20）

看護専門学校3階ほか屋上防水改修工事

令和 6 年度（　　　）第 24010 号

R6.4.22 6

S-M2：ドレン及び脱気筒廻り増し張り、平場端部金物等含む

S-F2：立上端部押え金物及び端部変成シリコン系コーキング含む

施工箇所②（3階屋上）


